
21．預言者たち章（アル・アンビヤーゥ)
マッカ啓示

本章の趣旨:
メッセージの確認と預言者たちの目的が一つであること
およびアッラーがかれらをいかにお助けになったかの説
明。

説明:
1 復活の日に人々の生前の行いが清算される日は近

い｡しかもそれは不意にこの世に忙しくあの世への備え
に背を向けた状態のときにやって来るのである｡

2 主の御許よりクルアーンの新しい啓示が下されても、
かれらはふざけて何の注意を払うこともない聞き方でし
かないのである｡

3 心が散漫なまま聞くのである｡不義をなす者たちは不
信仰を秘めつつお互いに語り合う｡｢自分のことを使徒
だと主張する奴はあなたたちと同じ人間で、何の特徴も
ないのだろうか｡彼がもたらしたものは魔術だ｡あなたた
ちと同じ人間であり、彼のもたらしたものは魔術であるこ
とがわかっていながら、彼に従うのか｡｣

4 使徒(祝福と平安あれ)は言った｡｢私の主はあなたた
ちが秘めた話も知っておられ、天地において誰のどんな
言葉もすべて知っておられます｡かれこそは僕たちの言
葉をすべて聞く御方であり、行いをすべてご存知の御方
であり、それらに応じて報われるのです｡｣

5 だが彼らはムハンマドがもたらしたことについて戸惑
い、時には｢解釈しようもない混ぜこぜの夢｣と言い、時
には｢単なるでっちあげ｣と言い、時には｢詩人だ｡もし彼
の主張が誠実なものならば、初期の使徒たちがやって見
せたような奇跡を見せてみろ｣と言う｡確かに、以前の使
徒たちは奇跡を起こした｡ムーサーの杖やサーリフのラ
クダのように｡

6 これらの提案する者たちの前にも印の降臨を提案した村の民があったが、信じることはなかった｡提案したままを与えられたに
もかかわらず、それらを否定したため、われらは彼らを滅ぼしたのである｡果たしてこれらの者たちは信じるだろうか｡

7 使徒よ、あなた以前にもわれらが遣わして啓示を下したのは人間の男たちだけであり、天使たちではなかった｡だからもしあな
たたちにそれについてわからないことがあれば、あなたたち以前の啓典の民に尋ねるがよい｡

8 また、われらが遣わした使徒たちで、食べ物を食べないでよい身体の持ち主を遣わしたことはない｡皆、他の者が食べるように
食べ、死なずにこの世にあり続ける者でもなかった｡

9 そうしてわれらは使徒に約束したことを成就し、彼ら使徒たちとわれらが望む僕たちを破滅から救ったが、アッラーを信じるこ
となく罪を犯し続けて一線を越えた者たちは滅ぼしたのである｡

10 われらはもしあなたたちがそれを真実と受け止めて実践すれば、あなたたちにとって栄誉と誇りとなる事柄を有するクルアーン
を下した｡考えようとはしないのか｡それを信じ、教えを実践すべく競い合おうとはしないのか｡

本諸節の功徳:
●備えを要する清算の日の到来の近さ｡
●遊びに夢中になると、真理から遠ざかってしまうこと｡
●アッラーの知識は、僕たる人間の言動すべてを覆い尽くしていること｡
●多神教徒の預言者(祝福と平安あれ)に対する立場の違いは、彼らの惑いと失態を示している｡
●アッラーは使徒や信者たちが敵と対峙する際に支援と援助を与えてくださる｡
●クルアーンはそれを信じ、実践する者にとって、栄誉かつ誇りである｡
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11 不信仰で不義をなしたためにわれらが滅ぼし、われ
らの創造した別の民に取って変えられた村のなんと多き
ことか｡

12 滅ぼされようとする者たちがわれらの徹底的な懲罰
を見ると、彼らは初めて自分たちの村から破滅を逃れよ
うと逃げ急ぐのである｡

13 嘲るように言われるのだ｡｢逃げてはならない｡快楽を
享受していたままの状態かつ自分の家に戻るのだ｡この
世のことで何か問われるかもしれないのだから｡｣

14 これらの罪を認めた不義の徒は言った｡｢我々は滅
び、負け犬となるのだ｡アッラーへの信仰を拒否したこと
で、我々は不義をなす者であった｡｣

15 罪を認め、自らの滅びを呪うといったことを彼らは繰
り返し、われらが彼らを収穫された穀物のように死んで
動かなくなるまで続けた｡

16 われらが天地を創造したのは、遊びや無意味なこと
ではない｡われらの力への証としてつくったのである｡

17 万が一われらが伴侶や子供を望めば、われらのもと
にいる者をそうしただろう｡だがそうしなかったのは、わ
れらがそれとは無縁だからである｡

18 むしろわれらが使徒へ啓示する真理を不信仰の民の
虚偽に投げつけて虚偽を暴くと、彼らの虚偽は脆くも消
え去る｡神に伴侶や子供がいると唱える者たちよ、あなた
たちにはかれに相応しくない描写をしたことで破滅が待
っているのである｡

伴侶や子供を持つことが必要性から来ているため、預言
者(祝福と平安あれ)は神がこの世の所有者であられる
ことを明確にすべく言った｡

19 完全無欠なかれにのみ、諸天と大地の王権はあり、その御許にいる天使たちが傲慢さからかれへの崇拝を拒否することはな
く、(崇拝行為をし続けても)疲れることはない｡

20 アッラーへの讃美をいつもし続け、それに飽きることもない｡

21 ところが多神教徒はアッラーのほかに神々を奉った｡死者を蘇らせることもできないのに、どうして彼らを崇めるのか｡

22 万が一、諸天と大地に多数の崇められるべき存在がアッラー以外にいたならば、それらの王権争奪で混乱に陥っていただろ
う。だが、現実はそれとは異なる。よって玉座の主、アッラーは多神教徒が「かれには仲間がいる」とでっち上げる主張とは無縁なの
である。

23 アッラーこそが王権においても決定においても単独でなされる御方であり、誰にもかれが決め定めたことを問うことはできな
い｡むしろかれが僕たる人間に行いを問い、それに応じて報われるのである｡

24 彼らはそれにとどまらず、アッラーのほかに多くの崇拝対象をもうけた｡使徒よ、これらの多神教徒に言いなさい｡｢これらのも
のが崇拝に値するという、あなたたちの証拠を見せてください｡これは私に啓示された書です｡他の使徒たちに下された天啓の書
に、あなたたちを利する証拠はありません｡｣ほとんどの多神教徒には無知と慣例踏襲しか根拠がなく、背を向けて真理を受け入れ
ようとはしないのである｡

本諸節の功徳:
●不義は個人や集団を破滅に導く要因である｡
●アッラーが意味もなくつくったものは何一つない｡なぜなら、完全無欠なかれは、戯れとは無縁だからである｡
●真理が勝利し、虚偽が敗北するのは、神の摂理である｡
●多神教信仰の不可逆的論証による論破｡
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25 使徒よ、あなた以前に遣わした使徒で、崇拝に値する
のはわれのみであり、われだけを崇め、われ以外の存在
をわれと同列に置いてはならないと啓示しなかったこと
はない｡

26 多神教徒は言った｡｢アッラーは天使たちを自らの娘
にしたのだ｡｣完全無欠なかれは、彼らがでっち上げる言
説とは無縁で格別に清浄な御方である｡むしろ天使はア
ッラーの僕であり、かれに大切にされ、近しい存在であ
る｡

27 彼ら天使たちが主に先んじて発言することはなく、ご
命令があるまでは発話しない｡ご命令を実践し、決して違
えることはない｡

28 かれこそ彼ら天使たちの行いを先んじて知っておら
れ、行いの後どうなるかも知っておられる｡天使たちが執
り成しを勝手にお願いすることはなく、ただただかれの
ご満悦を得て執り成しを許可された者の執り成しを願う
だけである｡彼らはかれを恐れて注意深くあり、命令に
おいても禁止においても一切ご命令に背くことはない｡

29 例えばの話として、天使のうち誰かが｢アッラー以外に
われを崇めよ｣と言ったならば、われらはその言葉によ
り清算の日に永遠の火獄の懲罰でその者に報いるだろ
う｡またこれと似た報いによってアッラーへの信仰を拒否
し、多神崇拝で不義をなす者たちに報いるだろう｡

30 アッラーを否定する者たちは、諸天と大地がかつて重
なり合っていて、隙間なくそこから雨が降っていたのをわ
れらが両者をわけ、天から地へ降る雨によりすべての動
植物をつくったのを知らないのか｡それを考慮してアッラ
ーのみを信じようとはしないのか｡

31 またわれらは大地に不動の山をつくり、その上にいる
ものが落ち着けるようにした｡そしてそこに広い道を用意
した｡きっと人々は迷わずに歩き、旅路における目的地に到達できるだろう｡

32 そしてわれらは空を柱なしで落ちない天蓋とし、盗み聞きできないようにしたが、多神教徒たちは天空にある太陽や月などの数
々の印に背を向け、全く顧みようとしない｡

33 アッラーただお一人が夜を憩いのため、糧を得る仕事のために昼を創造され、太陽を昼の印として、月を夜の印として創造され
たのである｡太陽も月もそれぞれ特有の軌道で動き、逸れたり傾いたりすることはない｡

34 使徒よ、われらはあなた以前の人間の誰もこの世にあり続ける者としたことはない｡この世でのあなたの寿命が来て死んだ後
も、彼らは生き残り続けるというのか｡そんなことはあり得ない｡

35 この世で命あるものはすべて、信者であれ、不信仰者であれ、死を味わうのである｡人々よ、われらはあなたたちをこの世で責
任遂行や恩恵、苦悩で試み、それから死後他のものではなくわれらのもとへ戻り、行いに応じて報われるのだ｡

本諸節の功徳:
●アッラーは子をもうけることとは無縁である｡
●アッラーの御許における天使の地位としては、かれにお仕えするためにつくられ、男女で描写されることはなく、大切に扱われる
僕である｡
●諸天と大地は、段階的進行の摂理に基づいて創造された｡まず両者は重ね合わさった状態で造られ、それから分けられた｡
●試練は、災いによることもあれば、恵みによることもある｡
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36 使徒よ、これらの多神教徒たちがあなたを見れば、
きまって嘲笑し、彼らに従う者たちを遠ざけながら言う
のである｡｢彼があなたたちの崇める神々を愚弄する奴
か｡｣彼らはあなたへの嘲笑に加え、アッラーがクルアー
ンで下したものを故意に否定し、与えられた恩恵に覆い
をかけて恩を忘れている｡悪という悪を集めた彼らこそ
懲罰に相応しい｡

37 人間は焦りやすいものである｡事が起こる前に急か
そうとする｡その一例が、多神教徒たちが懲罰を急くこ
とである｡わが懲罰を急かす者たちよ、あなたたちが急
かすものを見せてやろう｡急くのを求めはしないだろう｡

38 復活を拒否する不信仰者たちは言う。ムスリムたち
よ、あなた方が来ると言う復活は、何時起こるのか、と。

39 万が一これらの復活を否定する不信仰者たちが、炎
が顔や体から離れないのを知っていたなら、懲罰を払い
のけて助けてくれる援助者はいないのを知っていたな
ら、懲罰を急くことはなかっただろう。

40 彼らが苛まされているこの炎は、事前にわかってい
た｡むしろそれは突然やって来るのである｡だからはね返
すことはできず、慈悲を得られるよう悔い改めるまで遅
らせることもない｡

アッラーの使徒(祝福と平安あれ)が民の嘲笑と拒絶に
悩んでいると、アッラーは彼を勇気付けるべく仰せられ
た｡

41 たとえもしあなたの民があなたを嘲笑しても、あなた
が初めてそれを経験するわけではない｡使徒よ、あなた
以前の使徒たちも嘲笑されたのである｡だが今や彼ら不
信仰者が生前使徒たちの警告を馬鹿にしていた懲罰に
包囲されている｡

42 使徒よ、懲罰を急く者たちに言いなさい｡｢慈悲深き御方があなたたちに懲罰と破滅を下そうとされたら、昼夜あなたたちを守
ってくれるのは誰でしょうか｡｣だが彼らは主の啓発と証拠に背を向け、無知と愚かさでそこにあるものを一切考慮しようとしない｡

43 それとも彼らにはわれらの懲罰を防いでくれる神々がいるのか｡害をはねのけ、益をもたらして自分自身を助けることもできな
い｡自分を助けることもできない存在が、他者をいかに助けられようか｡われらの懲罰から逃れることもできないのに｡

44 むしろわれらはこれらの不信仰者に恵みを与え、彼らの父祖に恵みを与えることで、段階的な試練を与え、時が経つことで傲慢
になり、不信仰を常とするようになった｡われらの恩恵に驕り高ぶり、われらの懲罰を急かそうとするこれらの者たちにはわからな
いのか｡われらが大地の端々から民を屈服させることで大地を侵食するのを｡他の者に起きたことが自分には起きないよう、教訓
を生かそうとはしないのか｡彼らは勝利者ではない｡打ち負かされる者なのである｡

本諸節の功徳:
●言説であれ、行動であれ、ジェスチャーであれ、使徒をからかう者は不信仰に陥っている｡
●急かすのは人間の生まれ持った癖であり、落ち着きは優れた性格である｡
●アッラーの懲罰から守ることができるのはアッラーだけである｡
●虚偽の先行きは消失であり、真理の先行きは存続である｡
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45 使徒よ、言いなさい｡｢人々よ、私の主が啓示してくだ
さったことを基に、アッラーの懲罰によって皆さんに恐ろ
しい知らせをお伝えします｡｣だが、真理の聞こえない人
は、アッラーの懲罰で脅かされても呼びかけを聞くことは
できない｡

46 使徒よ、もしこれらの懲罰を急かそうとする者たちに
主の懲罰が降りかかったなら、彼らはその時言うだろ
う｡｢我々は滅び、負け犬となるのだ｡我々はアッラーとは
別のものを崇め、ムハンマドがもたらしたものを嘘とした
ことで、不義をなす者だった｡｣

47 清算の日に集められた民のために、われらは公平な
秤で生前の行いをはかるだろう｡その日、善行を差し引か
れ、悪行が増えることで不当な扱いを受ける者は誰一人
としていない｡たとえ秤にかけられたものがけし粒のよ
うに小さなものであったとしても、僕の行いを把握する者
としてはわれらで充分である｡

48 われらはムーサーとハールーン(二人に平安あれ)に
真理と虚偽、許されたものと禁じられたものを分かつも
のとして、信者への導き、主を意識する人への訓戒として
律法書を与えた｡

49 たとえ見たことがなくても主を信じ、その懲罰を恐
れ、最後の時を恐れる者たちである｡

50 ムハンマド(祝福と平安あれ)にわれらが啓示したこ
のクルアーンは、訓戒を得て教訓を学ぼうとする人にと
って訓戒であり、多くの善良さと利益をもたらすもの｡そ
れにもかかわらず、あなたたちはそれを否定かつ否認
し、その教えを実践しようとしないのか｡

51 われらはイブラーヒームが幼少のころから知ってお
り、彼の民への論証を与えた｡われらの知識から彼に相
応しい論証を与えたのである｡

52 彼が父のアーザルと自分の民に言ったときのこと｡｢あなたたちが自分の手で作って崇め奉っている、これらの偶像は何でしょう
か｡｣

53 彼の民は言った｡｢我々の父祖が崇めていたから、彼らに倣って我 も々そうしているのだ｡｣

54 イブラーヒームは彼らに言った。「あなたたち慣習に倣う人たちも、あなたたちの父祖も、真理の道からは明らかに逸れて迷いの
中にあります。」

55 彼の民は言った｡｢そんなことをお前は本気で言っているのか｡それともからかっているのか｡｣

56 イブラーヒームは言った｡｢冗談ではなく本気です｡あなたたちの主は、前例なしに諸天と大地を創造した御方｡私はあなたたち
の主こそが諸天と大地の創造主であることを証言する者の一人です｡あなたたちの偶像にはとても真似のできないことです｡｣

57 イブラーヒームは民が聞こえないように言った｡｢アッラーに誓って、彼らが祭りに行った後で偶像にいたずらをしてやろう｡｣

本諸節の功徳:
●罪の自認は、時期を逸する前に悔悟を伴うのが条件である｡
●アッラーの公平さの立証と、かれの不義の否定｡
●アッラーへの伝教における弁証力の大切さ｡
●盲目的な踏襲の害｡
●悪行改善の際の段階的アプローチと容易なものから順に始めること。イブラーヒームは自分の民が行っていた悪行を改めようと
する際にまず言葉と弁証から始め、それから行動に移った。
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58 そうしてイブラーヒームは彼らの偶像を粉々にし、わざ
と一番大きな偶像を残した｡彼ら多神教徒が誰の仕業か
をその大きな偶像に尋ねられるように｡

59 彼らが戻り、偶像が粉々にされているのを見てお互い
に尋ね合った｡｢我々の神々を壊したのは誰だ！？壊した
奴は本当にひどい奴だ｡神聖に扱わねばならないのを
粗末にするとはけしからん！｣

60 ある者は言った｡｢イブラーヒームという少年が偶像を
批判して罵っていたのを聞いたぞ｡きっと壊したのは彼
だろう｡｣

61 彼らの頭領が言った｡｢イブラーヒームを皆の前に連
れて来い｡彼が自分のやったことを認めれば民衆が証人
となり、彼の自白はあなたたちにとっての論証になるだ
ろう｡｣

62 そうしてイブラーヒームを連れて来て問いただし
た｡｢イブラーヒームよ、お前が我らの偶像にこんなひど
いことをしたのか！？｣

63 イブラーヒームは民衆の面前で仰々しく偶像の不能
を明らかにして言った｡｢私がしたのではありません｡一
番大きな偶像の仕業です｡皆さんの偶像にお尋ねくださ
い｡もし話すことができるのなら｡｣

64 彼ら多神教徒は我に返って考えてみたが、そもそも
偶像に利害をもたらすことができるわけがないのを悟っ
た｡アッラー以外に偶像を崇めたことで彼らは不義をな
したのである｡

65 それから彼らは頑固かつ頑迷になって言った｡｢イブ
ラーヒームよ、お前は偶像が話などできないのをわかっ
ているだろう｡我らへ偶像に聞いてみよ、などとよく言え
たものだ｡｣彼らはそれで論破したつもりだが、むしろ自
分たちへの反証となったのである｡

66 イブラーヒームは彼らを否定しながら言った｡｢アッラ
ーのほかに利害をもたらすことのできない偶像を崇める
のですか？偶像は自分を守ることも利することもできな
いのですよ｡

67 あなたたちの情けないこと！アッラーのほかにあなた
たちが崇める、役立たずの偶像の情けないこと！考えて

はみないのですか？偶像崇拝をもうやめたらどうですか？｣
68 議論では太刀打ちできないのを知ると、彼らは実力行使に出ようとして言った｡｢イブラーヒームを火あぶりにしてしまえ！あやつ

に壊されてしまった偶像に加勢して、懲らしめてやるのだ｡｣
69 そうして彼らは火を焚いて彼を投げ入れたが、われらは言った｡｢炎よ、イブラーヒームのために冷たく穏やかであれ｡｣すると火

はそうなり、彼は無事であった｡
70 イブラーヒームの民は彼を火あぶりにするという策を用いたが、われらがその策を無効にし、彼らのほうを滅びゆく敗北者とし

たのである｡
71 われらは彼とルートを救い、預言者たちを輩出させ、様々な恵みを産出する地とすることでその周りを祝福したシャーム(シリア

地方)の地へ二人を連れ出した｡
72 そして子どもを授かるように彼(イブラーヒーム)が主に祈ったとき、われらはイスハークを授け、さらに(孫の)ヤアクーブも授け、

イブラーヒームとその子孫二人のイスハークとヤアクーブを皆アッラーに忠実で敬虔な者とした｡

本諸節の功徳:
●真理を明らかにし、虚偽を論破するための策略は許可されている｡
●虚偽の民は自分たちを弁護するものと思って議論するが、実際は反証となるだけである｡
●厳しい発言は、より大きな害をもたらさない限り悪行是正の一手段となり得る｡
●実力行使に出るのは、議論では太刀打ちできない証である｡
●アッラーは信者の僕たちが試練に見舞われたとき、想定外のところから助けてくださる｡

۲۷
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73 われらは彼らを指導者とし、人々を善導して至高なる
かれのお許しを得て、人々をアッラーにのみお仕えする
よう呼びかけさせた｡善行に勤しみ、礼拝を正しく捧げ、
定めの施しを払うよう啓示を下したが、彼らはわれらに
忠実であった｡

74 ルートには、諍いにおける調停の才と宗教に関する知
識をわれらは与えた｡それから淫らな行いに耽っていた
民のいた彼の村サドゥーム(ソドム)に下したわれらの懲
罰から彼を救った｡本当に彼らは退廃の民であり、主に
従う道からは大きく外れた者たちであった｡

75 彼の民を襲った懲罰から救い、彼をわれらの慈悲の
中に入れた｡彼はわが命令を果たし、禁止を避ける敬虔
な者たちの一人であった｡

76 使徒よ、ヌーフの物語を思い起こせ｡イブラーヒームと
ルートよりも前に彼がアッラーに呼びかけたとき、われら
はそれを聴き遂げて彼が頼んだものを与えた｡そうして
われらは彼とその家族のうちの信者を大きな災難から救
ったのである｡

77 彼の誠実さを明らかにする数々の印を否定した民の
策略から救った｡本当に彼らは退廃の民であり、悪しき
民であったため、われらは彼らを全員水没させて滅ぼし
た｡

78 使徒よ、ダーウードとその息子スライマーン(二人に平
安あれ)の物語を思い起こせ｡二人のもとに言い争う原
告と被告の訴訟が上げられたときのこと｡一方の羊が夜
の間に他方の牧草を台無しにしてしまった｡われらはダ
ーウードとスライマーンの裁定の証言者であり、彼らの
裁定でわからないことは何もない｡

79 その件については、父のダーウードではなくスライマ
ーンに理解を与えた｡それぞれダーウードとスライマーン
には預言者性と唯一の神の教えに関する知識を授け、スライマーンだけに与えたわけではない｡ダーウードには讃美する山や鳥
を従わせ、理解や権力、知識を与えて自在に操ることができるようにした｡

80 またわれらはダーウードに武器から身を守る鎧の作り方を特別に教えた｡人々よ、アッラーがあなたたちに恵んでくださった恩
恵に感謝しようとはしないのか｡

81 またわれらはスライマーンに風を従わせ、預言者たちを輩出させ、様々な恵みを産出する地とすることでその周りを祝福したシ
ャーム(シリア地方)の地へ激しい風を命じて向かわせた｡われらはすべてを知り、わからないことは何一つない｡

本諸節の功徳:
●善行、礼拝、施しは、天啓の教えすべてに共通のものである｡
●淫らな行いを犯すのは、殲滅の懲罰を受けるきっかけとなり得る｡
●敬虔さは、アッラーのお慈悲に包まれるきっかけである｡
●祈りは、苦難からの救済のきっかけとなる｡
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82 またわれらは彼(スライマーン)のために海中から真珠
などを持ち寄らせたり、建設などの仕事をしたりする悪
魔を従わせた｡その数や行いをわれらはすべて把握し、
監督下にないものは何一つなかった｡

83 使徒よ、アイユーブ(平安あれ)の物語を思い起こせ｡
試練に見舞われて主に祈った時のこと｡｢主よ、私は病気
となり、家族を失いました｡あなたは誰よりも慈悲深い御
方です｡どうか私のこうむったものを遠ざけてください｡｣

84 われらは彼の祈りに応え、彼のこうむった害を遠ざ
け、失った妻や子供たちと、彼らに似た家族をもう一つ
与えた｡それはすべてわれらの慈悲から行ったことであ
り、アイユーブのように耐え忍ぶよう、アッラーに信仰行
為を捧げて忠実である者たち皆への訓戒として行ったの
である｡

85 使徒よ、イスマーイールとイドリース、そしてズルキフ
ル(彼らに平安あれ)の物語を思い起こせ｡それぞれが皆
試練によく耐え忍び、アッラーに課せられたことを実践
する者であった｡

86 われらは彼らをわが慈悲に入れ、預言者として天国へ
入れた｡本当に彼らは主に従い善行をなす敬虔な僕た
ちで、心に秘めたことも公にすることも正しい者たちで
あった｡

87 使徒よ、鯨の友ユーヌス(平安あれ)の物語を思い起こ
せ｡主の許しを得ず彼の民の反抗ぶりに怒りながら行っ
たときのこと｡彼は(自分が)勝手に行ったことに対してわ
れらが懲罰で締め付けることはないと思ったが、鯨に呑
まれて強烈な締め付けと狭苦しさに見舞われることとな
った｡鯨の腹の中や大海、夜の闇の中で彼は祈り、自分
のあやまちを認めてアッラーに悔い改めて言った｡｢正し
く崇められるべき存在はあなたのほかにありません｡あ
なたこそ超越した至高なる御方｡私は本当に不義をなす

者の一人でした｡｣

88 そうしてわれらは彼の祈りに応え、暗闇と鯨の腹の中から抜け出させて強烈な困難から救い出した｡こうしてユーヌスを苦難か
ら救い出したように、われらは苦難に陥ってアッラーに祈る信者を救うのである｡

89 使徒よ、ザカリーヤー(平安あれ)の物語を思い起こせ｡｢主よ、どうか私を後継ぎなしの一人のまま放っておかないでください｡
あなたこそ最良のかたちで存続させる御方｡どうか私の後を継ぐ子供をお恵みください｡｣と完全無欠な主に祈ったときのこと｡

90 われらは彼の祈りに応え、ヤハヤーを子として授け、不妊だった彼の妻を癒して子供が産めるようにした｡本当にザカリーヤーと
その妻、そしてその息子は率先して善行に勤しむ者であり、われらのもとにある報奨を願って祈り、懲罰を恐れ、われらに謙虚に身
をかがめて祈る者であった｡

本諸節の功徳:
●敬虔さは慈悲を得るきっかけとなる｡
●アッラーに縋ることが苦難打開の手段となる｡
●死後の後継ぎとなる善良な子孫を求める美徳。
●罪を認め、アッラーへの必要性を感じ、己の状態を訴え、順調なときにもアッラーに忠実であることは、祈りへの応答と害悪解消
のきっかけとなる｡
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91 使徒よ、貞節を守ったマルヤム(平安あれ)の物語を思
い起こせ｡アッラーがジブリール(平安あれ)を彼女のも
とに遣わせて息吹きを吹きかけ、イーサー(平安あれ)を
身ごもった｡そうして彼女とその息子イーサーはアッラー
のお力を示す印となったのである｡父親なしに子をなし
たが、かれにできないことは何もない｡

92 人々よ、これがあなたたちの唯一の宗教である｡それ
が崇めるべきは唯一の神のみとするイスラームの教えで
ある｡われがあなたたちの主であり、われにのみ信仰行
為を捧げよ｡

93 そうして人々は分裂し、それぞれ一神教徒や多神教
徒、不信仰者や信者となった｡だがこうした分裂した者た
ちも皆一様に清算の日にはわれらのもとへ帰り行くので
あり、われらは彼らの行いに応じて報いるのである｡

94 よって彼らのうち、アッラーとその使徒たち、そして最
後の日を信じて善行を果たし、自分の善行に偉ぶること
なくその報奨をアッラーに感謝する者には、かれはその
報奨を倍加される｡その者は自分の行いの書を復活の日
に見て喜ぶのである｡

95 不信仰によってわれらに滅ぼされた村の民がこの世
に戻って悔い改め、その悔悟が受け入れられることは不
可能である｡

96 たとえヤァジュージュとマァジュージュ（ゴグとマゴグ)
の壁が開かれたとしても、彼らが戻ることは決してなく、
彼らはその日地上の丘という丘全てから駆け出してくる｡

97 彼らの出現は清算の日が近いことを意味し、その激し
く辛い状態が明らかとなる｡不信仰者の目は激しい光景
を前に見開かれ、言うのである｡｢我々はもうお終いだ｡
生前我々は遊び呆けてこの偉大な日のために何の準備
もしなかった｡むしろそれどころか、不信仰と罪を重ねて
悪さばかりしていた｡｣

98 あなたたち多神教徒とアッラーのほかにあなたたちの崇める偶像よ、人間とジンであなたたちの崇拝に満足するものは皆地獄
の業火の燃料である｡あなたたちとあなたたちが崇めるものがそこに入れられるのだ｡

99 もしこれらの崇拝対象が本当に崇められるべき神々であったなら、地獄に入れられることなどなかっただろう｡だが実際は(偽物
を)崇めてきた者も(偽物ながらも)崇められてきた者も皆地獄行きであり、永遠にそこにとどまって決して出られないのである｡

100 彼らにはそこでの苦痛が強烈なあまり吐く息も激しく、火獄の中では恐ろしさのあまり何も聞こえない｡

101 多神教徒が、｢崇拝対象とされていたイーサー(イエス)や天使たちも地獄行きのはずだ｣と言うと、アッラーは仰せられた｡｢アッ
ラーの知によってイーサー(平安あれ)のように幸福の民として知られていた者は、火獄からは遠ざけられるのである｡｣

本諸節の功徳:
●貞節の何たるかとその美徳｡
●天啓宗教における共通点とは、信仰対象の唯一化と、信仰行為の基本である｡
●ヤァジュージュとマァジュージュの壁が開かれるのは、清算の日到来の大きな予兆の一つである｡
●清算の日のための準備に不注意であることは、その恐怖に苛まされる原因となる｡
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102 火獄の音が彼らの聴覚に達することはない｡恩恵や悦
楽など、自我が欲するものに浸ることができるだろう｡そ
の恵みが途絶えることはないのである｡

103 火獄に相応しい者に炎が降りかかる際、そのとてつも
ない彼らを恐れさせることはない｡天使たちは祝いの言
葉で迎えて言うだろう｡｢これこそあなたたちが生前この
世で約束されていた日であり、得られる恩恵の吉報を受
けていた日です｡｣

104 われらが天をまるで帳簿を閉じるように折りたたむ
日、生きとし生けるものを最初に創造された姿で復活さ
せる｡われらはそれを違えることのない約束で約束した｡
われらは約束したことを達成するのである｡

105われらは守護された碑板に記した後で使徒たちへ下
した書に記した｡｢大地はアッラーに忠実にお仕えする敬
虔な僕たち、すなわちムハンマド(祝福と平安あれ)の共
同体が継ぐ｡｣

106 われらが下した訓戒には、主に命じられた通りにお仕
えする民への利益や充足があり、彼らこそがそれを役立
て得るのである。

107 ムハンマドよ、われらがあなたを使徒として遣わした
のは、生きとし生けるものへの慈悲としてに他ならない｡
それはあなたが人々の導きとアッラーの懲罰からの救済
を気にかけるからである｡

108 使徒よ、｢私の主から啓示が下されたのは、あなたたち
が本当に崇めるべきは唯一であり、並ぶ者なき御方アッ
ラーです｡だからかれを信じ、従いなさい｣と言いなさい｡

109 それらの者たちがあなたのもたらしたものに背を向け
たなら、使徒よ、彼らに言いなさい｡｢私は皆さんと同じで
いつアッラーの約束された懲罰が下されるかは知らない

とお伝えしたはずです｡｣

110 本当にアッラーはあなたたちが何を言うかも、何を隠し立てするかもご存知であり、何一つわからないことはなく、それに応じて
報いられるのである｡

111 ｢私にはわかりませんが、ひょっとするとあなたたちに懲罰をすぐに下されないのは、あなたたちへの試練かつ段階的尋問であ
り、あなたたちが不信仰と迷妄にあり続けるようアッラーの知に定められた特定の期限までの享楽としてかもしれません｡｣

112 アッラーの使徒(祝福と平安あれ)は主に祈りつつ言われた｡｢主よ、私たちと不信仰に固執し続ける私たちの民との間を真理の
裁断で分けてください｡あなたたちが言う不信仰や嘘に対し、私たちは慈悲深き私たちの主に助けを求めます｡｣

本諸節の功徳:
●敬虔さこそ地上で勢力を得るきっかけである｡
●預言者(祝福と平安あれ)が遣わされたこと、かの人の教えと生き方は、あらゆるものへの慈悲である｡
●使徒(祝福と平安あれ)はガイブ(幽玄界、目に見えない世界)を知らない｡
●アッラーは僕が何を発言するかをご存知である｡
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22．巡礼章（アル・ハッジ)
マディーナ啓示

本章の趣旨
至高にして完全無欠なアッラーとかれの定めた儀礼を偉
大で大切なものとみなし、アッラーのご命令に委ねるこ
と。

説明:
1 人々よ、命じられたことを果たし、禁じられたことをや

めることで、あなたたちの主を意識せよ｡清算の日に伴っ
て生じる大地震その他の恐ろしい出来事は一大事であ
り、アッラーを喜ばせるような善行でもってそれに備えね
ばならない｡

2 その日、授乳中の母親が乳飲み子への気をそらし、恐
ろしさのあまり妊婦が流産してしまうのを見るだろう｡そ
して人々は壮絶な状況を前に際してまるで酔っ払いのよ
うに理性を失ったかのような状態となるのを見るだろう｡
酒を飲んだわけではないが、アッラーの懲罰があまりに
恐ろしく、理性を失わせたのである｡
そうしてアッラーが清算の日に伴う恐ろしい光景を述べ
られると、清算と復活の日を否定する者たちに対して仰
せられた｡

3 中にはよって立つ知識もなく、その思い込みや言説に
おいて主に歯向かう悪魔たちや道に迷った指導者たち
に従い、死者復活へのアッラーの御力に反論する人々が
いる｡

4 人間やジンの悪魔からなるそうした反抗者には、その
者に従い、その主張を信じた者は真理の道を踏み外し、
不信仰や違反行為とともに炎の懲罰へと連行されると定
められた｡

5 人々よ、もしあなたたちが死後の復活に関するわれら
の力に疑いを持つなら、あなたたちの創造についてよく
考えてみよ｡われらはあなたたちの父祖アーダムを土から創った｡それからその子孫を男が女の子宮に射出する精子によって創っ
た｡それからその精子は血の塊となり、それからその血の塊はかみ砕かれた肉の欠片のような肉片となり、それからその肉片は生
きた赤子として生まれてくるまで姿かたちの整った被造物として子宮に残るか、あるいは不整合な被造物として子宮が流してしまう
かとした｡それはあなたたちの創造の段階を通してわれらの力をあなたたちに明らかにするためである｡われらは子宮の中で胎
児が生まれるまでの9ヵ月という定めの期間落ち着かせ、それからあなたたちを子供として母親の胎内から出でさせるのである｡や
がて力と理性の成熟に達するだろう｡中にはその前に死んでしまう者もいるが、中には老齢に達して力や理性が弱まり、子供よりも
ひどく無力な状態になって自分がどんなことをしていたかわからなくなるまで生きる者もいる｡また、植物が一つもない枯れた大地
に雨をわれらが降らせれば、植物が芽生え始め、植物が生い茂るようになり、様々なすべての植物からそれぞれ実が成る美しい光
景を見るだろう｡
 
本諸節の功徳:
●清算の日を前に、唯一の神を意識する敬虔さによって備えておかなければならない｡
●授乳中の母親が乳飲み子を忘れ、妊婦が流産し、人々が理性を失ってしまうほどの清算の日の激しい恐ろしさ｡
●被造物における段階的対応は、神の摂理である｡
●最初の創造は、復活が可能なことの証である｡
●雨により大地に植物が芽生え、生い茂るようになるという現象は、死者復活の生きた証である｡
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6 あなたたちの創造の初期段階から出生の状態に至る
まで、われらがあなたたちに述べたことは、あなたたち
が崇めている偶像とは違って疑いの余地なく真理なる御
方であり、あなたたちを創造されたアッラーを信じるため
であり、かれが死者を蘇らせ、全能なる御方であり、なに
ものもかれを打ち負かすことはできないことを信じるた
めである｡

7 それから最後の時が間違いなくやって来るのを信
じ、アッラーが死者をその墓から復活させ、その行いに応
じて報いられるのを信じるためである｡

そうして完全無欠なアッラーは盲従による迷いの状態を
第3節で述べられると、この節で不信仰の頭領格の迷い
の状態を述べるべく仰せられた｡

8 不信仰者の中には、真理到達に必要な知識もなく、道
を示す導き手に従うわけでもなく、導きとなるアッラーか
ら啓示された光輝く書物に従うわけでもなく、アッラーの
唯一性について議論する者がいる｡

9 人々を信仰やアッラーの教えに入信することから遠
ざけるため、傲慢に首を突き出す者たち｡この特徴を持
つ者は、やがて受ける懲罰によってこの世でも卑しめら
れ、燃え盛る懲罰をあの世でわれらが味わわせるだろ
う｡

10 彼には言われるのだ｡｢お前が味わう懲罰は、お前が
得た不信仰や違反行為のせいだ｡アッラーは罪がなけれ
ば誰も罰したりはされないのだ｡｣

11 人々の中には、疑いを持ちながらアッラーにお仕えす
る精神が不安定な者もいる｡健康や富などのよいことが
起これば、信仰やアッラーへの崇拝にあり続けるが、病
気や貧困に襲われれば自分の宗教に悲観的になり、背
教してしまう｡この世を損ない、不信仰が当人の定めとし
て記されていないこの世の幸運を増やしてくれることは

なく、やがて出くわすアッラーの懲罰によりあの世も損なうことになる｡それこそが明らかな損失なのである｡
12 アッラーのほかにたとえ背いても害をなすことはなく、たとえ従っても益をもたらすことのない偶像を崇める｡偶像へのその祈り

は、害にも益にもならない｡それこそが真理から遠く離れ去った迷いである｡

13 この偶像を崇める不信仰者は、失った益よりも相応しい害により近い｡役立つどころかむしろ害をもたらすような崇められるもの
のなんとひどいことか｡助けを求める援助者として、連れ添う友としてなんとひどいことか｡

14 本当にアッラーはかれを信じてよい行いをする者たちを、城下を川が流れる天国に入れてくださる｡アッラーはそのお慈悲で誰
に慈悲をかけるか、その罰で誰を罰するか、お望みのことをなされる｡完全無欠なかれに無理強いさせることのできる者はいない｡

15 アッラーがその預言者(祝福と平安あれ)をこの世とあの世で助けることはないと思う者は、家の天井からロープを垂らして首を
吊るがよい｡それから自分の内側にあるその憎しみが消え去ったかどうかをよく見てみよ｡反抗者が好むと好まざるとにかかわら
ず、アッラーはその預言者を助けられるのである｡
 
本諸節の功徳:
●導きのきっかけとなるのは、真理へといざなう知識か、それを示してくれる導き手か、導きとなり信頼に値する書物である｡
●傲慢さは真理到達の妨げとなる性格である｡
●罪なしに罰することはないのは、アッラーの公平さの表れである｡
●不信仰者たちが嫌がろうとも、アッラーはその預言者と宗教を助けられる｡
 

۳۳
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16 復活への明らかな証の数々をわれらがあなたたちに
示したように、ムハンマド(祝福と平安あれ)にわれらはク
ルアーンと明らかな印の数々を下した｡アッラーはその恩
恵によりお望みの者に導きの道への成功を与えられるの
である｡

17 この共同体とユダヤ教徒、サービア教徒(ある預言者
たちの信奉者)、キリスト教徒、ゾロアスター教徒、偶像崇
拝者の中でアッラーを信じる者は、アッラーは彼らの間を
清算の日に裁かれ、信者は天国へ、その他は火獄へ入れ
られるだろう｡本当にアッラーは僕たちの言動すべての
証言者であり、何一つ不明瞭なことはなく、それに応じて
報いられるのである｡

18 使徒よ、あなたは知らなかったのか｡諸天の天使たち
や大地の人間やジンの信者たちが忠誠の平伏礼をし、
太陽や月、空の星や山や木や動物が服従の平伏礼をす
るのを｡多くの人々が忠誠の平伏礼をする一方で、多くの
人々がそれを拒みもする｡彼らにはその不信仰でアッラ
ーの懲罰を受けるに相応しい身となってしまう｡本人の不
信仰によりアッラーから恥辱を与えられる者には、誰一
人丁重に扱ってくれる者などいない｡アッラーはお望み
のことをなされ、完全無欠なかれに無理強いさせること
のできる者はいない｡

そうしてアッラーは忠実に平伏礼をする者とそれを拒む
者について明らかにされると、続けてそれぞれの先行き
について仰せられた｡

19 自分たちのほうが正しいと主について言い争う二つ
の集団がある｡信仰の集団と、不信仰の集団である｡不信
仰の集団については、服がそれを着る人を覆うように炎
に覆われることになり、これ以上ない熱さの熱湯を頭の
上からかけられるのである｡

20 お腹の中にあるものが激しい熱さで溶けてしまい、皮
をつたっては溶ける｡

21 彼らには火獄の中に鉄でできた金槌(かなづち)があり、天使たちがそれで頭を打ち付けるのである｡
22 火獄の中で味わわされる苦痛があまりに激しいためにそこから逃げ出そうとするたびに戻され、言われるのだ｡｢燃え盛る懲罰

を味わえ｣と｡

23 信仰の集団はアッラーを信じて善い行いをした者たちであり、アッラーは城下や木々の根元を川が流れる天国に入れてくださ
る｡アッラーは彼らを金の腕輪や真珠の腕輪で着飾ってくださり、そこでの衣服は絹となるのである｡
 
本諸節の功徳:
●導きはアッラーの御手によるものであり、僕たちのうちお望みの者に与えられる｡
●アッラーの監督は人間の行いや状態すべてに及ぶ｡
●すべての被造物がアッラーに対して恐れ畏まるよう定められているが、信者の畏まり方は(意思に基づく)忠節からのものである｡
●懲罰は不信仰や罪の民に下り、慈悲は信仰と忠節の民に確かなものである｡
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24 アッラーは彼らをこの世で良い言葉へ導かれた｡例え
ばそれは、｢アッラーのほかに神なし｣や｢アッラーは至大
なり｣｢アッラーにすべての称賛あれ｣などである｡それか
らかれは彼らを誉れあるイスラームの道へと導かれた｡

25 アッラーを信じようとせず、他の人たちをイスラームか
ら遠ざけようとし、フダイビヤの(和議の)年(ヒジュラ暦年
≒西暦627年)に多神教徒がしたように禁忌のある礼拝
所（マスジド・ハラーム）から人々を遠ざける者には、われ
らは痛ましい懲罰を味わわせるだろう｡われらが人々の
礼拝の方角とし、ハッジ(大巡礼)やウムラ(小巡礼)の儀
礼を果たす場所の一つとされたかの礼拝所では、マッカ
在住の者もそうでない来訪者も等しく、わざと違反行為
をしようとして真理から逸れる者には、われらは痛ましい
懲罰を味わわせるだろう｡

26 使徒よ、われらがイブラーヒーム(平安あれ)に行方知
れずとなっていた館の場所とその境界線を明らかにした
ときのことを思い起こせ｡そして彼にわれを崇めるうえで
同列の者を置かず、われにのみ仕え、わが館を回礼する
者や礼拝する者のために物心両面で清めよと啓示した
ときのことを｡

27 またわれらがあなた(預言者イブラーヒーム)に建立
を命じた館に巡礼するよう人々に呼びかけたときのこと
を｡歩きで、あるいは歩き疲れた家畜に乗ってやって来
る者や、遠方からラクダに担がれてやって来る者もある｡

28 罪の赦しや報奨の獲得、信徒間の機運統一などの利
益を得るため、そして定めの日々、すなわちズルヒッジャ
月10日とその後の３日間に捧げる供儀にアッラーの御名
を唱え、ラクダや牛や羊といった恵みをアッラーに感謝
するためである｡よってそれらの供儀から食べ、貧困にあ
えぐ者に食べさせるがよい｡

29 それからハッジの残りの儀礼を果たし、剃髪で禁忌の
状態を解除し、爪を切り、巡礼着をまとって禁忌の状態になることで積もった体の汚れを洗い流せ｡そしてハッジやウムラ、あるい
はハドユ(贖いの供儀)といった自分に課した行いを全うし、アッラーが不当な権力を振りかざす輩から解放した館(カアバ殿)を大
挙の回礼でもって回礼せよ｡

30 剃髪と爪を切ること、体の汚れを取り除くことで禁忌の状態を解除し、誓いを果たし、館(カアバ殿)を回礼するといったあなたた
ちが命じられたことが、アッラーがあなたたちに義務付けたことである｡よってアッラーが義務付けられたことを尊べ｡巡礼着をま
とった禁忌状態でアッラーが避けるよう命じられたことやアッラーの定めた境界線を尊び、禁止を犯さないように避けることは、ア
ッラーの御許においてはその当人にとってこの世とあの世で良いこととなる｡人々よ、ラクダや牛や羊といった家畜はあなたたち
に許可された｡何頭か子どものできたラクダであるハーミーや、ある数の子を産むと耳の切られるラクダであるバヒーラ、メスを産
み続けたワスィーラというラクダを特に禁じられたわけではない｡かれが禁じたのは、死肉や血などクルアーンで見つけられるも
のだけである｡偶像という穢れを遠ざけ、アッラーやその被造物に対する嘘偽りから遠ざかれ｡

本諸節の功徳:
●禁忌のあるアッラーの館(カアバ殿)は、他の場所よりも違反行為を犯さないよう一層の注意を要する｡
●禁忌のあるアッラーの館は、信徒たちにとって時と場所を越えた憧れの地である。
●ハッジの利益は、この世とあの世にかかわらず人々に帰されるものである｡
●恩恵への感謝は、弱者への同情を伴うものである｡

۳٥
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31 かれがよしとする宗教以外の宗教に傾いてしまわな
いようにそれらを避けよ｡信仰行為においてかれに誰一
人として(同位者を)並べ立ててはならない｡アッラーに
別の者を並び立てる者は、天から落ちたに等しい｡鳥が
その肉と骨をついばむか、風が遠い所へ飛ばしてしまう
だろう｡

32 それがアッラーの命じられたことであり、かれのみに
お仕えし、かれに純真な気持ちを捧げ、偶像や嘘偽りを
避けることである｡贖いの供儀やハッジの諸儀礼もその
一つである、様々な宗教の印を尊ぶ者は、主を意識する
心があるからこそ、それらを尊ぶのである｡

33 あなたたちが館(カアバ殿)で屠る供儀には様々な利
益がある｡例えば乗り物や毛皮や家畜増大の子孫や乳
である｡それはアッラーが不当な権力を振りかざす輩か
ら解放した館(カアバ殿)のそばで犠牲を捧げてから一
定の期間続く｡

34 過去の共同体すべてにアッラーへの犠牲として血を
流す儀式があった｡ラクダや牛や羊といった家畜の恩恵
をアッラーに感謝して、供儀に差し出す家畜を屠る際に
アッラーの御名を唱えればと期待してのことである｡人
々よ、あなたたちが本当に崇めるべきは唯一であり、か
れにのみ従順で忠実であれ｡使徒よ、恐れ畏まる誠実な
者たちには、彼らが喜ぶことを告げよ｡

35 アッラーが言及されるとその懲罰を恐れ、そのご命令
に背くことから遠ざかろうとし、試練に襲われれば耐え
忍び、礼拝を完全に果たし、アッラーに与えられた糧の
うち一部をよいことに費やす者たち(にである)。

36 館(カアバ殿)へ捧げられるラクダや牛をわれらは宗
教のシンボル的なものとした｡あなたたちにとってそれ
らには宗教的かつ世俗的な利益がある｡それを屠るとき
には(供儀に捧げるに)相応しい特徴にかなっているか
を確認し、暴れないように足を縛ったうえで｢アッラーの御名において｣と唱えよ｡供儀を捧げる者たちよ、屠った後でぐったりと倒
れたあとは、その一部を食し、遠慮して物乞いしようとしない貧者にわけ与え、それを寄こせと求める貧者にわけ与えよ｡あなたた
ちの荷物を載せたり、あなたたち自身を乗せたりできるようわれらが家畜を従順にしたように、アッラーに近づくための犠牲として
屠る際にもそれらを従順なものとした｡きっとあなたたちはそれらの家畜を従順なものとしてくださったことに対して、アッラーに感
謝するだろう｡

37 あなたたちの捧げる供儀の肉や血がアッラーに届くのではなく、それらがかれのもとへ高められることはない｡そうではなく
て、かれに近づこうとするうえでそのご命令に誠実に従おうとするあなたたちのアッラーを意識するその気持ちがかれのもとへ高
められるのである｡そのようにアッラーはあなたたちが真理へと導かれたことを感謝してアッラーを称えられるようにそれら(家畜)
を従順なものとされた｡使徒よ、主への信仰行為やその被造物との接し方に誠心誠意を尽くす者たちに、彼らが喜ぶことを告げよ｡

38 本当にアッラーは信者をその敵の悪から守ってくださる｡アッラーは信頼を裏切る者、その恵みへの恩義を忘れて感謝しないだ
けでなく、かれを憎む者は皆好まれない｡

本諸節の功徳:
●物理的な装いで精神的な意味合いが理解しやすいようにたとえを挙げるのは、効果的な教育手段である｡
●謙虚さの美徳｡
●誠意を尽くすことは、幸福のきっかけとなる｡
●信仰は、僕たる人間にとってアッラーのお守りとご加護を得るきっかけとなる｡

۳٦
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至高のアッラーが信者を守ってくださるということを明ら
かにされると、彼らの心は安堵し、そこでかれは不信仰
者との戦いを許可して仰せられた｡

39 多神教徒が戦いをしかけてくる信者にアッラーは戦
いを許可された｡敵が不義を行ったからである｡アッラー
は信者を戦いなしで敵に勝たせることもできるが、不信
仰者との戦いを通して信者を試みるという英知があった
のである｡

40 不信仰者が家から追い出した者たちは、何か罪を犯
したわけではなく、｢我々の主はアッラーであり、他には
いない｣と言っただけであった｡もし万が一アッラーが預
言者たちや信者たちに敵との戦いを法で定めなかった
ならば、敵対する者たちは信仰の場所にまで攻め入った
だろう｡修道院や教会、シナゴーグやムスリムの礼拝所
としてアッラーを数多く思い起こすマスジドも破壊してし
まっただろう｡アッラーはその宗教と預言者を助ける者を
きっと助けてくださる｡本当にアッラーはその宗教を助け
る者を助けるうえで強靭な御方であり、誰もかれを打ち
負かすことはできないのである｡

41 勝利を約束されたこれらの者たちは、敵に勝って落ち
着けば礼拝を完全なかたちで捧げ、財産の中から施し
を払い、法が命じることを命じ、禁じることを禁じる者で
ある｡アッラーのみにこそ、信賞必罰の万事は帰するの
である｡

42 使徒よ、たとえあなたの民があなたを拒否しようと
も、耐え忍ぶのだ｡使徒たちの中で自分の民に拒否さ
れたのはあなたが初めてではない｡あなたの民以前に
も、ヌーフの民はヌーフを拒否し、アード族はフードを、
サムード族はサーリフを拒否した｡

43 イブラーヒームの民はイブラーヒームを拒否し、ルー
トの民はルートを拒否したのだ｡

44 マドヤンの者たちはシュアイブを拒否し、ファラオとそ
の民はムーサーを拒否したが、われは彼ら(預言者たちを拒否した民)を段階的な試練に合わせるために罰を遅らせ、それから彼
らを罰したのである｡だから彼らに対するわれの否認のあり方をよく見つめてみよ｡われは彼らをその不信仰のせいで滅ぼしたの
である｡

45 不信仰で不義をなしたためにわれらが徹底的な懲罰で滅ぼし、誰一人住人のいなくなった村、枯れ果てた井戸、懲罰を前には
何の役にも立たなかった絢爛豪華な高くそびえたつ城のなんと多いことか｡

46 使徒がもたらしたものを拒否するこれらの者たちは、各地を旅して滅んだ村の数々の遺跡を訪れ、教訓を得るべく頭を働かせ
て考え、先人の物語を聞くうえで学ぼうとはしなかったのか｡盲目な者とは、目が見えない者のことをいうのではなく、教訓も学び
も得られずにわざと自分を破滅へと追いやる、心眼の見えない者のことである｡
 
本諸節の功徳:
●力と威厳の二つの特徴をアッラーに定めていること｡
●信仰行為を捧げる場所を守るため、ジハードが許可されたこと｡
●宗教を確立することが僕たる信者にとってアッラーの助けを得るきっかけであること｡
●心眼が見えないのは、アッラーの様々な印から教訓を得る妨げである｡

۳۷
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47 使徒よ、あなたの民のうち不信仰者は彼らが警告され
たこの世で先に与えられる懲罰やあの世で後回しにさ
れる懲罰を急かす｡アッラーが約束を違えることはない｡
先に与えられたものとしては、バドルの日に起きたこと
がある｡あの世での懲罰は、激しい懲罰のあまり1日がこ
の世の千日に相当するかのようである｡

48 すぐには懲罰を与えず、不信仰で不義をなしたため
に段階的な試練を与えるものとしてわれらが時間の猶
予を与えた村がどれほどあったことか｡そうして彼らに
は徹底的な懲罰を下したのである｡審判の日には、われ
にのみ彼ら(人間)の帰りどころがあり、不信仰には常な
る懲罰でもって報いよう｡

49 言いなさい、「人 よ々、私はあなた方への警告者として
私が遣わされたものを伝えるだけ。私の警告は明らかな
もの。」

50 アッラーを信じて善行を行う者には、罪に対する主の
お赦しがあり、天国では尽きることのない良い糧がある
だろう｡

51 われらの印を拒否することに勤しむ者は、アッラーの
力を引き留めて懲罰を受けずに済むと思っているが、彼
らこそ火獄の民であり、友がいつも連れ添うように火獄
にまとわりつかれるだろう｡

52 使徒よ、われらがあなた以前に使徒や預言者を遣わ
してアッラーの書を読み上げると、決まって悪魔がその
読誦に啓示と勘違いするような人々を惑わすものを投げ
込んだ｡そこでアッラーは悪魔が投げ込むものを無効と
され、かれの印を確かなものとされるのである｡アッラー
は全知なる御方であり、かれにとって不鮮明なものは何
一つない｡創造、構想、計画すべてにおいて英明なる御
方である｡

53 悪魔が預言者の読誦に投げ込むのは、アッラーが偽信者や多神教徒のうち心が頑なになった者への試練としてそれを変えるた
めである｡偽信者や多神教徒で不義をなす者は、アッラーとその使徒との敵対関係にあり、真理や正導からは遠く離れてしまって
いる｡

54 アッラーに知識を授けられた者はムハンマドに啓示されたクルアーンこそがアッラーの啓示された真理であると確信せよ｡使徒
よ、だから彼らはそれでさらに信仰を高め、かれに心を従わせ、かれを恐れよ｡本当にアッラーは信者をその従順さに報いて曲が
ったところのない真っすぐな道へと導いてくださる御方である｡

55 アッラーを信じようとせず、その使徒を拒否する者はいまだにアッラーがあなたにクルアーンで啓示したものを疑っている。そ
のまま突然最後の時（あるいは慈悲も善もない懲罰、すなわちかれらにとっての審判の日）がやって来るまでそうあり続けるのであ
る。
 
本諸節の功徳:
●不義をなす者が調子に乗って不義を重ねるのを放っておく段階的試練は、神の習わしである｡
●アッラーの書は、改ざんや改変、悪魔の仲間たちの策略からアッラーによって守られている｡
●偽善と心の頑なさは致命的な病である｡
●信仰は知識の成果であり、アッラーのご命令への従順さと畏敬の念は信仰の成果である｡
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56 王権は審判の日(すなわちこれらの者が警告されてい
た懲罰がやって来るその日)にはアッラーにのみあり、覇
権を争う者はない｡至高なるかれは信者と不信仰者の間
をそれぞれに相応しいかたちで裁かれる｡アッラーを信
じて善い行いをする者には、尽きることのない恵みの天
国という偉大な報奨がある｡

57 だが、アッラーを信じようせず、われらの使徒に下され
た印を拒否する者には、火獄でアッラーの辱めにあわせ
られる恥辱的な懲罰がある｡

58 アッラーのご満悦を求め、自分の宗教を大切にしよう
と自分の家や故郷を離れ、かれの道におけるジハードで
殺されるか死んでしまうかした者には、アッラーが天国で
尽きることのない良い糧を与えてくださるだろう｡本当に
アッラーは糧を与える者の中でも最良の御方｡

59 アッラーは彼らが満足する天国に入れてくださる｡本
当にアッラーは彼らの行いもその意図も知っておられ、
彼らがやり過ぎたことを懲罰で急かされなかった温和な
御方である｡

60 ここで言及されたのは、アッラーの道における移住者
の天国入りと敵対者には罪を負うことなく同じように敵対
してよいという許可である｡敵対者が敵対行為を繰り返
すなら、アッラーは敵対行為を受けた側を助けてくださ
り、信者の罪を帳消しにし、何度も赦してくださるのであ
る｡

61 敵対行為を受けた側の助けがあるのは、アッラーが万
能なる御方だからである｡かれの力を示すものには、昼
夜の入替をそれぞれ長短の差と共になされるということ
があり、アッラーは僕たちの言葉を聞き、その行いを知る
御方である｡かれにとって不鮮明なことは何一つなく、行
いに応じて報いられる｡

62 ここで言及されたアッラーのお力による昼夜の入替は、アッラーが真実なる御方だからである｡よってその教えも真理であり、そ
の約束も真理であり、かれの信者たちへの援助も真理である｡だが、多神教徒がアッラー以外の偶像を崇めるのは根拠のない虚
偽であり、アッラーこそはその被造物にその本質においても力においても優れ、威厳と尊厳、荘厳さをお持ちの大いなる御方であ
る｡

63 使徒よ、アッラーが空から雨を降らし、雨が降った後で大地が生い茂る植物によって緑色になるのを見なかったか｡アッラーは雨
を降らし、大地に植物を茂らせる、僕たち(人間)に優しい御方であり、不鮮明なことは何一つなく、彼らにとって何が本当に役立つ
かを熟知した御方である｡

64 かれにのみ諸天と大地の王権は属す｡本当にアッラーこそは被造物の何ものをも必要とされない満ち足りた御方であり、万事
において称えられる御方である｡

本諸節の功徳:
●イスラームにおけるヒジュラ(信仰のための移住)の地位とその美徳の解説｡
●同害報復の許可｡
●アッラーが敵対行為を受けた側を助けてくださるのは、この世とあの世でのこと｡
●アッラーの荘厳さに相応しいかたちで知識や聴覚、視覚、高みといった高等な特徴が定められている｡

۳۹
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65 使徒よ、アッラーがあなたと人々の必要を満たし、役立
てられるよう、地上の家畜や鉱物を従わせてくださり、
海を行く船をそのご命令であなたがたが国から国へと
移動できるようにしてくださり、地上に勝手に落ちないよ
うに天を支えてくださっているのがわからないか｡お許
しになりさえすれば、天は地上に落ちてきてしまうのであ
る｡地上で(人による)罪悪があるにもかかわらず、本当に
アッラーは人々に対して慈悲深く情け深い御方｡

66 アッラーこそはあなたがたを無から有へと生を授けて
くださった御方であり、寿命が尽きればあなたがたを死
なせ、それから死後に生前の行いを清算して報いるため
にまたあなたがたを蘇らせる｡本当に人間はアッラーの
恩恵が明らかなのにもかかわらず、他のものを崇めるこ
とで大きな不義理をなしている｡

67 すべての宗教の信奉者に教えを定めた｡だから彼ら
はそれに従っているのである｡使徒よ、彼らは間違ってお
り、あなたのほうが正しいのだから、多神教徒や異教徒
とあなたの教えについて言い争ってはならない｡人々を
アッラーのみに純真にお仕えする信仰へといざなえ｡あ
なたは曲がったところのない、真っ直ぐな道にあるのだ｡

68 証拠が明らかになってなお信仰を拒み議論するよう
なら、彼らの事はアッラーにお任せし、警告として言うが
よい｡｢アッラーはあなたがたのすることを知っておられ
ます｡あなたがたの行いでかれにわからないことは何一
つなく、行いに応じて報いられるのです｡｣

69 アッラーは僕たち、すなわち信者と不信仰者とを宗教
において生前意見を異にしていたことにつき、審判の日
に裁かれる｡

70 使徒よ、アッラーにとっては天地にあることも、またそ
の間にあることも何一つ不鮮明なことはなく、その知は
すべて庇護された碑版に記録されており、アッラーにとっ
てはすべてが容易だということを知らなかったか｡

71 多神教徒はアッラー以外に偶像を崇めているが、かれの諸啓典でその根拠となるものを下されたことはなく、知識として(偶像
崇拝の)証となるものはない｡彼らの拠り所は祖先への盲目的な踏襲であり、不義をなす者をアッラーの懲罰から防いでくれる援助
者はいないのである｡

72 クルアーンの章句を彼らに明確に読み上げると、アッラーを信じない者の顔のしかめ面からありありと彼らの拒絶が見てとれ、
怒りのあまりわれらの印を読み上げる者に襲いかかりそうなほどである｡使徒よ、彼らに言うがよい｡｢あなたがたの苛立ちやしか
め面よりも酷いことをお伝えしましょうか｡それはアッラーが不信仰者を入れると約束された火獄です｡そこに落とされる者の行末
のなんとおぞましいことでしょう｡｣

本諸節の功徳:
●人々へのアッラーの恩恵の一つ、それは諸天にあるものを利用できるようにしてくださったことである｡
●至高のアッラーの特徴として、温情と慈悲がある｡
●諸天と大地、その両者にあるものについてのアッラーの知の網羅性｡
●慣習の盲従、それが多神教徒の多神崇拝の原因である｡

٤۰
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73 人 よ々、例えが挙げられたからにはそれに耳を傾け、
教訓を得ようとせよ｡あなたがたがアッラー以外に崇め
る偶像などは、ハエほど小さなものですらつくることは
できない｡たとえ万が一彼らが徒党を組んでそれをつく
ろうとしてもつくれはしない｡またもしハエが彼らのもと
にある良いものを摂取したとしても、彼らがそれを取り返
すことはできない｡ハエの創造もかなわず、ハエが摂取
するものを取り返すこともできないのは、それ以上のこ
とができない証でもある｡それなのにあなたがたは一体
なぜアッラー以外のものをそれが不能な存在であるに
もかかわらず崇めるのか｡

ハエが摂取したものを取り返すこともできない偶像神と
いった求める者も弱く、ハエというこの求められる者も弱
いのである｡

74 彼らはアッラーを崇めるにも、かれの被造物を共に崇
めることで正しい崇め方をしない｡本当にアッラーは強
靭な御方であり、そのお力によって諸天と大地、その間
にあるものをお創りになられた｡弱くて何も創ることので
きない、多神教徒たちの偶像とは異なり、誰にも打ち負
かすことのできない威力並びなき御方｡

75 至高のアッラーは天使の中から使徒をお選びになる
ように、人間の中からも使徒をお選びになる｡たとえばジ
ブリールをある使徒に遣わしたように、ある天使たちを
預言者たちに遣わし、使徒たちを人間に遣わされる｡本
当にアッラーは多神教徒が使徒について何を言ってい
るか聴いておられ、メッセージを誰に与えるかも見てお
られる｡

76 至高なるかれは天使や人間の使徒を創造される前か
ら、彼らが死んだ後に至るまでよくご存知である｡審判の
日には、万事がかれにのみ帰するのである｡かれはその
僕たちを遣わし、その行いに応じて報いられる｡

77 アッラーを信じてかれが定めたことを実践する者よ、アッラーだけに礼拝を捧げ、跪拝せよ。望むものを得て、恐れるものから救
われるよう、施しや近親の絆を結ぶことなどの善行をせよ。

78 そしてアッラーの道において純真な気持ちで懸命に努力せよ｡かれこそがあなたがたを選び、あなたがたの宗教を窮屈で厳し
くならないよう寛容なものとされたのである｡この寛容な教えこそがあなたがたの父祖イブラーヒームの教えであり、アッラーはあ
なたがたのことを以前の啓典でもクルアーンにおいてもムスリムと呼ばれたのである｡それは使徒が伝えるべき事を伝えたとあな
たがたへの証人となり、使徒たちは過去に伝えるべき事を伝えたのを以前の民にあなたがたが証言するため｡だから礼拝を完全
なかたちで捧げ、財産から施しを払い、アッラーに縋り、諸事においてかれを頼みとせよ｡至高なるかれは信者を守る最良の守護
者であり、助けを求める者を助ける最良の援助者である｡かれに任せよ、そうすればかれが面倒を見てくださる｡かれに助けを求め
よ｡そうすればかれが助けてくださるだろう｡

本諸節の功徳:
●意味を明確にするために例えを挙げることの大切さ｡これは効果的な教育方法である｡
●偶像が最小限のものを創造できないのは、それ以外のものを創造できないことの証である｡
●アッラーに同位者を並べ立てる多神崇拝の原因は、アッラーを十分に尊ばないことにある｡
●威力と威厳をアッラーの特徴として定めること｡信者がこうしたアッラーの特徴を思い出すことの重要性｡

٤۱
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